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第３期松崎町子ども・子育て支援事業計画パブリックコメント

№
素案

ページ
担当課 意見内容 意見への回答

１ － 企画観光課

町内のイベントの内容が変わり映えしないため子ども

が楽しめない。西伊豆町の方が若者向けの企画が多い。

著名人の講演会も良いが、イベントにお笑い芸人、大道

芸人を招いてはどうか。

イベント予算の違いから西伊豆町のように芸人の方

に出演してもらうことは現状では難しいですが、い

ただいた意見は今後の参考とさせていただきます。

２ P79 健康福祉課

子どもの遊び場、公園を作ってほしい。 子どもの遊び場、公園については、現在整備の予定

はありませんが、町内には児童公園が５箇所設置さ

れています。特に桜田公園については遊具のほかに

東屋等が設置されておりどなたでも利用可能となっ

ておりますので、ぜひご利用ください。

３ － 健康福祉課

雨天時、行き場に困り、町外に出るので伊豆縦貫道の通

行料の負担が軽くなると良い。

伊豆縦貫道の通行料については、伊豆中央道と修善

寺道路のどちらでも利用できる割引率が約５割とな

る共通回数券が販売されていますのでご活用くださ

い。

販売所等については静岡県道路公社ホームページで

ご覧ください。

４ P79 教育委員会

小学校等の体育館を雨天時に遊び場として開放してほ

しい。

施設管理が必要なため、社会教育施設として貸し出

しを行っています。

５ － 教育委員会

海洋センターの更衣室が老朽化し、床やロッカーが不潔

で使用したくない。

施設老朽化により致し方ない部分もありますが、快

適に利用していただくために必要な整備・修繕を順

次行っていきます。
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６ P79 企画観光課

牛原山については、古びたアスレチックの改修や人が集

うような体験型のイベントの場にしてほしい。

牛原山については、以前のようなアスレチック施設

がたくさんある施設ではなく、自然観察や自然との

ふれあいを楽しむ場所に方向性を切り替え､管理を

しています。改修が必要なアスレチック施設が残っ

ていますので、いただいたご意見は今後の整備、改

修の参考とさせていただきます。

７ － 教育委員会

松崎高校が定員割れの状況。10年後存続しているのか

不安。今後どのように松高の特色を活かしていくのか明

確にしてほしい。

県教委の範疇であるため、連携型中高一貫の取組み

の中で、積極的な魅力化策を訴えていきたいと考え

ます。

８ － 教育委員会

下田市の吹奏楽団がジュニアブラスを率いて演奏会を

してくれた。松小・松中の子ども達が松高の吹奏楽部に

興味を持ってもらえるような吹奏楽のサークル（一般も

含め）があれば進学の参考になるのでは。美術にしても

強みを地域とのつながりにしてほしい。

連携型中高一貫における部活動の取組みの中で、文

化部へも広げていけるよう呼びかけていきたいと思

います。

９ － 教育委員会

町外に通学する高校生の交通費補助も西伊豆町と平等

にしてほしい。

町内に高校が存在する当町にとって交通費補助は、

町外への進学を助長することにも繋がりかねませ

ん。今後、すべての高校生にとって公平性・平等性

の視点をもって検討していこうと考えます。

10 P61 健康福祉課

臼井医院の産科がなくなったことに対して町はこれか

ら産む女性にどんな支援をする予定か検討してほしい。

妊婦健診の通院などによる経済的な負担を軽減する

ため、令和７年度以降に妊娠された方、出産予定の

方へ、交通費等支援金として５万円の支給を開始し

ます。

また、賀茂（東伊豆町を除く）の１市４町で下田消

防と連携し、分娩時に家族等が医療機関まで連れて

いけない場合、希望する妊婦の情報を事前登録した
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上で分娩時に救急搬送してもらう事業を令和７年度

から開始します。

11 P59
教育委員会

健康福祉課

病気をせず元気に身体を動かすには日常プラスαの活

動促進事業が必要だと思います。

近年、子供たちの身体能力の低下が問題視されていて、

コロナ禍でさらに加速しました。

人間の身体能力を形成する大事なゴールデンエイジ期

に今の活動量では将来的にも健康に過ごすことは厳し

くなってくると思います。

都会より自然豊かな田舎でもゲーム機、車移動、夏場の

気温上昇により屋外で身体を動かす機会が失われてい

るのが現状です。

専門的なスポーツ、活動を行うために専門的知識を持っ

た指導者を町外から派遣し、継続的な運動指導を行う。

学校とも連携して授業にも取り入れることで日常に落

とし込むことが重要です。

（地域おこし協力隊など仕事としてスポーツ指導資格

を持った方たちを専属で採用するなど質の高い指導を

希望します）地元指導者が主導するのではなく、外部の

方に主導してもらうことで視野、可能性を広げることが

できると思います。

教育委員会では、『みどりの少年団』や『海洋クラブ』

の活動を通じ自然と親しむ活動を展開しています。

また、競技スポーツに関する取組みとしては、『スポ

ーツ少年団』や『ウェルネスまつざき』の活動によ

りその機会を提供してます。

また、指導者に関する点などは今後部活動の地域移

行などの中で検討していきたいと考えています。

12 P59 教育委員会

これに付随して自然を生かしたスポーツ事業を行い、臨

海学校、合宿など子供の交流人口を増やすことで町内に

いながらコミュニケーション能力も養われる。

スポーツの持つ力を最大限に活かすことが、集中力、コ

現在当町では、北海道帯広市、長野県松本市安曇区

および長泉町の子ども達と交流活動を行ってます。

その他、岐阜県七宗町などからも同様の交流につい

て要請があり、今後この様な交流を広げていきたい
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ミュニケーション能力、生きる力等結果、町民の健康を

確保することにつながると思います。

と考えております。

13 P61 健康福祉課

賀茂地区の産科の消滅について。

臼井医院が閉院されましたが、今後賀茂地区で出産をす

る家庭に、町外への受診のための交通費助成や、入院や

病院の近くで宿泊待機する際の助成や、西伊豆病院や下

田メディカル病院に産科の開設の為の働きかけについ

て計画を盛り込んで欲しい。

経産婦の自然分娩で陣痛開始から出産までの経過を考

えると松崎から順天堂病院など産科にいくまでの移動

距離や時間は、移動中の出産などリスクがあり、安心し

て分娩にのぞむ環境に松崎町がないと認識してほしい。

臼井医院は分娩業務は終了しましたが、妊婦健診等

は引き続き実施していただけます。

また、賀茂の周産期医療については、静岡県に対し

ても支援をお願いしているところです。

町外への交通費の助成については、妊婦健診の通院

などによる経済的な負担を軽減するため、令和７年

度以降に妊娠された方、出産予定の方へ、交通費等

支援金として５万円の支給を開始します。

また、賀茂（東伊豆町を除く）の１市４町で下田消

防と連携し、分娩時に家族等が医療機関まで連れて

いけない場合、希望する妊婦の情報を事前登録した

上で分娩時に救急搬送してもらう事業を令和７年度

から開始します。

14 P68 教育委員会

松崎幼稚園を認定子ども園とする検討がなされている

が、認定子ども園とするには、給食設備が必要だと思い

ます。岩科の松崎幼稚園以外に給食センターを作ってし

まっては認定子ども園の実現にブレーキになるので

は？その点はどのように検討されているのか知りたい。

現時点では、松崎幼稚園を認定こども園に移行する

方針は示されておりません。

15 P68 教育委員会

視点を変えて質問になるが、現在の幼稚園を認定子ども

園にする上で 1 番の課題は何でしょうか？園児が今後

減っていくなかで子ども園が岩科に必要か、実現にはど

の程度予算や保育士の数、園児の数が必要か、聖和保育

保護者のニーズを踏まえ、松崎幼稚園を変化させて

いくことは必要だと思われますが、現在のところ具

体的な方向性は示されておりません。

また、松崎幼稚園と聖和保育園には、公立・私立の
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園との連携や子ども園としての機能を町内にどう維持

していくかなど、具体的な検討内容や意見交換が必要と

感じる。

立場の違いや、それぞれの役割などが違うため慎重

に行っていく必要があると考えています。

16 P18 健康福祉課

昨年実施された子ども・子育て支援事業計画のアンケー

トについて、量が膨大だったかつ子どもひとりに一冊だ

った（一人で４冊記入された方も）ため、記入にかなり

抵抗があり、内容についてちゃんと向き合えた感じがし

ませんでした。アンケート実施の仕方についても工夫を

お願いします。

アンケートの設問については、ニーズを調査するた

めに前計画との比較設問、国から示されている事業

計画必須事項の設問などがあるため、どうしても同

程度のアンケートとなりますのでご理解をお願いし

ます。

アンケート実施対象者については、いただいたご意

見を今後の参考にさせていただきます。

17 全体 健康福祉課

支援事業計画を見てはじめて知ったことも多くありま

した。そういった意味でこのような機会をいただきあり

がとうございます。5年に 1度でのタイミングですと内

容も薄く広くなりますし、時代の変化に伴う事業内容の

捉え方についていけない計画を作成することが目的と

なってしまう可能性があるため、個別それぞれの項目に

ついては、定期的にかつもっとダイレクトに情報開示

（意図をきく）、町民の意見を聞く場を設けていただく

ようお願いいたします。

子ども・子育て支援事業計画については、子ども・

子育て支援法により５年を１期として定めることと

なっております。また、計画の進行状況を定期的に

点検・評価し、必要に応じて適宜計画の見直しを行

うこととしています。ご指摘のとおり「作成するこ

とが目的」とならないよう事業計画に沿って事業を

進めてまいります。

18 P18 健康福祉課

今回のアンケートは育児中の親御さんにアンケートが

送付されていますが、育児中はそれらについて未経験で

不安なことが多いです。経験をした後の方が振り返って

考えられることが多いので、そういった方からも意見を

聞ける場を設けていただくようお願いいたします。

アンケートの実施については、育児中のリアルなニ

ーズを調査することのほかに、松崎町で展開してい

る事業について知っていただくことも目的の一つと

なりますのでご理解ください。

なお、アンケート調査対象者については、いただい

たご意見を参考に検討してまいります。
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19 p64 健康福祉課

【一時預かり事業について】

預かり時間の延長（18：30 まで）を実施してほしいです。

土曜日（日曜日）の一時預かりを実施してほしいです。

緊急時の一時預かりができるようになってほしいです。

土曜日の一時預かりについては実施しております

が、日曜日や預かり時間の延長については、人員の

確保や財政面から実施が難しい状況でありますの

で、いただいたご意見は今後の事業拡大の検討につ

いて参考とさせていただきます。

20 p64 健康福祉課

【休日保育について】

休日保育の実施の可能性について検討します。

とありますが、可能性について検討とはどういう意味で

しょうか？具体的ではなくアクションをしない前提の

文章に思えました。「人員確保、財政の確保を試み、実

施について検討します」 など具体的アクションにつな

がる方針としてほしいです。

ご指摘のとおり休日保育については、ニーズがある

ものの保育士等の人材確保、財政面から実施が難し

い状況にありますので、方針については「保育人員

の確保、財政の確保に努め、実施について引き続き

検討します」に変更し、引き続き実施に向けて取り

組んでまいります。

21 p65 健康福祉課

【子育て支援祝い品支給制度について】

子育て支援商品券の使い勝手が悪すぎます。必要なもの

は現物支給でいいと思います。

現状、指定の商店以外で購入できるものは、ネットで購

入し余ったものはアサイミートなどで消費をしていま

す。町の商店振興に本質的につながっているとは思えま

せん。

また、小学校と中学校で負担する金額は違うので小学校

を下げて、中学校を上げるなど、実態に合わせ

た支給をいただくのが良いと考えられますので、制度の

やり方について再考をお願いします。

いただいたご意見を参考とし、事業の見直しを検討

してまいります。

22
p71

P98
健康福祉課

【産後ケア事業の実施について】

より具体的な事業の展開をお願いしたい。（出産前後の

産後ケア事業に加え、配食事業や家事代行などの子

育て支援事業の検討と委託可能な社会資源の開拓を
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弁当ケータリングチケットサービスや、町外事業者によ

るハウスキーピング事業など） 妊娠期からの面談の実

施で産後ケア事業のニーズを把握していきます。と記載

がありますが、その時期は未経験なことに立ち向かうこ

とで精いっぱいのため、経験者にもヒアリングなどを実

施し、事業の拡充をお願いします。

実施してまいります。また、妊娠期に加え、赤ちゃ

ん訪問やその後の子育て相談会等でのニーズ把握に

も努めてまいります。

23
p77

p79
健康福祉課

【身近な遊び場の確保、公園・広場の整備について】

遊具だけでなく、親子でいやすい設備の確保をお願いし

ます。（トイレや屋根、水道など）

町中に子供向けの遊具から老人の健康器具などがある

３世代交流ができる場があると世代間の 交流にもつな

がると考えますので、検討をお願いします。

現在、公園等の整備の計画はありませんが、いただ

いたご意見は今後の参考とさせていただきます。

24 P92 健康福祉課

【ファミリーサポートセンターについて】

体制を構築していただくにあたり提供側も提供される

側も、より具体的に中身の周知の徹底をしてもらいたい

とかんがえます。

より民間（町民）との連携が必要となると考えられるた

め、民間でのトライアルの実施（町が助成）し、母親の

家事代行、子供と過ごす時間の確保、母親の休息時間の

確保、母親の疾病時のフォローなど、役場がすべて担う

のでなく、民間によるサービスの有用性の周知とトライ

アルを実施してみてはどうか？

ファミリーサポートセンター事業は、主に子どもの

送迎や預かりをしてくれるサポーターと支援を必要

とする育児者をマッチングする事業となります。い

ただいたご意見を参考にファミリーサポートセンタ

ーの設置、サービス提供体制の整備に取り組んでま

いります。

25 P93 健康福祉課

【時間外保育事業について】

事前申請だけでなく、当日でも可能なフレキシブルな対

応をお願いしたい

長時間保育について、月単位利用する場合は、希望

月初日前 14日までに町長に提出となっております。

また、数日のみ利用などで、直接保育園へ申し込み
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している場合でも、当日対応も行っております。

26 P96 健康福祉課
【児童育成支援拠点事業について】

子供の逃げ道となる場の提供を切に願います。

関係機関と連携して事業実施を検討してまいりま

す。

27 P99 教育委員会
【認定こども園について】

認定こども園への移行を強く望みます。

貴重なご意見として承ります。

28 p103 健康福祉課

【地域福祉検討協議会について】

この協議会の存在を知っている人は参加メンバーに一

人としていませんでした。いつどこで誰が行っているの

ものでしょうか？

地域福祉検討協議会は、松崎町における地域福祉施

策の推進について、町及び関係団体等が相互に連絡

協調し、総合的な計画を策定するため設置され、年

に数回開催されている協議会となります。

29 － 健康福祉課

【児童館の利用について】

児童館の利用について保護者同伴であれば飲食可能に

すべきと考えます。単なる食事ができる場ではなく、幼

児期における食の悩みや共有など親同士が交われる場

としては、児童館が最適。現状、昼に一度家に戻って食

べさせてからまた児童館に来るなどすると、時間の無駄

が生じ、健全な児童館利用とは言えないと思われます。

児童館での食事については、今までも検討してまい

りましたが、放課後児童クラブとの区別や衛生面な

どから認めておりません。また、児童館では「おし

ゃべり会」や「保健師と話そう」など保護者同士の

悩みの共有や話し合う場を提供しておりますので、

ぜひご利用ください。

30 P65 健康福祉課

【助産について】

桃太郎助助産院へ通うにあたり、交通費などの助成を検

討いただきたい。

妊婦健診の通院などによる経済的な負担を軽減する

ため、令和７年度以降に妊娠された方、出産予定の

方へ、交通費等支援金として５万円の支給を開始し

ます。

31 － 健康福祉課

【防災時の対応について】

防災時の衛生、医療、保育、安全、保護者が被災して保

育継続できない場合の対応など計画をたてていただく

ようお願いします。

災害時の対応については、防災計画の策定において

検討してまいります。

32 － 教育委員会 【デジタルデバイスへの対応】 県立高校にスムーズに繋げられるよう義務教育の
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教育の高度化にともない、リスク管理の観点からも町や

教育委員会、各学校など横連携を行い、都会における使

用方法などについてどのような状態になっているべき

か、計画をたてていただくようお願いします。

ICT 環境を整備するとともに、ICT支援員を配置し環

境整備に努めることとしています。

33 － 教育委員会

【性教育について】

時代にともない、さまざまな情報を幼児期から入手でき

る時代になっていると思われます。未就学児から小学校

低学年にかけての性教育について、町として各機関が連

携をとり計画的に民間の協力も得ながら実行できる具

体的な計画をたてていただくようお願いします。

小学校では、学習指導要領により『ジェンダーフリ

ーの視点について』道徳で学習していますし、『成長

過程における「性」』については、保健体育で学習し

ています。

計画面では、男女共同参画プランで全庁的な取組み

について示しています。

34

全体 健康福祉課

計画全体を通じて、項目など、子育てしている親からみ

ると、担当組織に紐づいた複雑な構造になっていると見

受けられました。この計画を一人で読み込み、理解をす

るのは相当の時間と労力がかかります。構成についても

今後見直していただきたいです。また、これからは組織

対町民という構図でなく、より町民や民間を普段からう

まく巻き込んでいくことにより、ファミリーサポートセ

ンターの実現にもつながるのではないかと思います。町

全体で子育てを支援できるようそのムードや仕組み作

りも含めて、具体的な計画をお願いいたします。

本計画においては第１章「計画の策定にあたって」

から「子ども・子育てを取り巻く現状」、「計画の基

本的な考え方」、「施策の展開」、「子ども・子育て支

援事業計画」、「計画の推進に向けて」と６章立てで

策定し、子育てを取り巻く現状から今後の計画の推

進という流れでの構成となっております。子育てに

ついては１組織で支援できるものではなく、複数の

組織で連携して取り組んで行くものと考えておりま

すので、ご理解いただきますようお願いします。


